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本研究は， クライアントサーバシステム (CSS) 等の計画を，システム計画事例を活用して支援する方式ならびに
システム導入効果予測のためのシミュレーション結果の解釈方式に関する研究の成果をまとめたものであり，以下の
7 章から構成されている o
第 1 章の序論には， CSS 開発標準手順などの CSS 計画における支援方法，設計支援システム， およびシステム導
入効果予測のための定性シミュレーションにおける現状についてを述べ，本研究の方針を述べているo • 
第 2 章では， CSS 構成設計業務内容および問題点を明確にし，支援システムに必要な機能を分析している。その分
析結果に基づ‘き， CSS 向け構成設計支援システム CIDAC (Case based Integrated Design Assist system for CSS) 
の構成を考案している o CIDAC は，暖昧な要求を具体化する要求分析，事例ベース推論によって設計案を作成する
設計案作成，出力結果の設計案をシステムエンジニア (SE) が理解しやすいように説明文を作成する設計案分析説
明作成，技術の進歩に対応するための知識を獲得する知識学習の 4 つの部分から構成している o
第 3 章では， CIDAC への情報入力機能である対話型要求分析部に焦点をあてている o まず，本機能の出力となる
要求仕様について述べているo 次に，要求仕様の一つである業務ツリーを定義し，作成上の問題点を列挙した後，事
例を用いた業務ツリー作成方法を示している o また， SE経験の無い被験者による本手法を用いた業務ツリー作成と
事例参照による業務ツリー作成との比較実験について述べているo
第 4 章では， CIDAC 中の事例ベース型設計案作成部に焦点をあてているo まず， CSS 構成設計案作成方式のため
の入力条件を定義し，事例修正による CSS 構成設計案作成手法について述べている。ついで，事例修正の際に用い
られるデータの表現形式を考案し，修正例を示している o
第 5 章では， CIDAC の出力解釈のための機能である設計案分析説明部に焦点をあてている o まず，説明文作成手
法の入出力を定義し，入力である要求分析過程情報，設計案作成過程情報の説明を行っている。ついで，必要となる
設計案分析説明について考案し，説明文作成方式と共に説明作成例を示している。

















機能を明確にし， CSS 構成設計支援システム CIDAC を構想し提案している。 CIDAC の構想を実現させること
で，初級 SE でも顧客のニーズをもとに，熟練 SE に近い CSS 構成の設計が行える。また，熟練SEが作成した過
去の計画事例を有効に活用することが可能である。




(3)CIDAC 中の設計案作成部に焦点をあて，事例修正による設計案の作成において， CSS 構成案を各ソフトウェア
やハードウェア(以下部品と呼ぶ)の機能や関係を明記できるような階層的な木構造で表現することを提案して
いる O 実際に稼働する組合せであるかどうかという部品問の相性を考慮するために，部品の相性を記述した相性
知識を用いて，設計した CSS が実際に動作するかどうかをチェックする方法を提案している。
(4)CIDAC 中の設計案分析説明部における説明文作成機能では，要求分析過程情報または設計案作成過程情報の構
造モデルをアークに付加された意味をもとに説明箇所の特定を行うことで，説明が必要となる重要箇所の特定を
行っている。説明箇所の特定を行うことで，多量な説明文の作成を防ぎ，主要な説明文のみを提示している。
(5) システム導入効果予測を行う定性シミュレーション結果の検討作業を軽減する方法として， シナリオを用いて，
シミュレーション結果がどのような影響をもとに出された挙動であるかを説明する機能を付け加えることを提案
している。注目している事柄に対して，影響が強い因果関係を，各要因における挙動の類似性を基に抽出し，シ
ナリオを生成することで，注目する事柄についての挙動，及びその挙動の原因となった因果の流れについての説
明を可能としている。また，比較実験により生成されたシナリオは，施策案実施により注目している事柄が大き
く影響を受ける場合には適切であることを確認している。
以上のように，本論文はシステム計画事例活用による CSS 計画支援およびシステム導入効果予測のためのシミュ
レーション結果の解釈支援を対象として情報システム計画業務の計算機支援のための方式を確立した先駆的研究とし
て，情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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